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【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 MgCl 2 上 に 担 持 さ れ 、 Mg化 合 物 と Ti化 合 物 と ア ル コ ー ル 、 エ ス テ ル 、 ケ ト ン 、 ア ミ ン 、
ア ミ ド 、 ニ ト リ ル 、 ア ル コ キ シ シ ラ ン お よ び 脂 肪 族 エ ー テ ル か ら 選 択 さ れ る 電 子 供 与 化 合
物 (ED)と を 必 須 化 合 物 と し て 使 用 す る こ と を 含 む 触 媒 成 分 を 製 造 す る た め の 、 新 鮮 な 反 応
材 と し て 上 記 の 必 須 化 合 物 の 少 な く と も 1種 を 単 独 で ま た は そ れ が 主 成 分 を 構 成 す る 混 合
物 中 で 使 用 す る こ と を 含 む 反 応 の 2以 上 の 工 程 を 含 み 、 該 2以 上 の 反 応 工 程 の 最 後 に お い て
、 新 鮮 な 反 応 材 と し て 用 い ら れ る 必 須 化 合 物 が ED化 合 物 で あ る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 ED化 合 物 が エ ー テ ル 、 エ ス テ ル お よ び ア ル コ キ シ シ ラ ン か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る 請 求
項 1に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ED化 合 物 が 、 テ ト ラ ヒ ド ロ フ ラ ン 、 ギ 酸 メ チ ル お よ び 酢 酸 エ チ ル 、 ギ 酸 エ チ ル 、 酢 酸 メ
チ ル 、 酢 酸 プ ロ ピ ル 、 酢 酸 i-プ ロ ピ ル 、 酢 酸 n-ブ チ ル 、 酢 酸 i-ブ チ ル 、 メ チ ル ト リ メ ト キ
シ シ ラ ン 、 ジ メ チ ル ジ メ ト キ シ シ ラ ン 、 ト リ メ チ ル メ ト キ シ シ ラ ン か ら な る 群 よ り 選 択 さ
れ る 請 求 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 チ タ ン 化 合 物 が TiCl 4 で あ る 請 求 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 Mg化 合 物 が 、 式 MgX 2  (R''OH) m 付 加 物  (こ こ で R''基 は C1～ C20炭 化 水 素 基 で あ り 、 Xは 塩
素 で あ り 、 mは 0.1～ 6で あ る )の ル イ ス 付 加 物 で あ る 請 求 項 1に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 1～ の い ず れ か 1つ に 記 載 の 方 法 に よ り 得 る こ と が で き る オ レ フ ィ ン の 重 合 用 の
固 体 触 媒 成 分 。
【 請 求 項 ７ 】
　 ED/Tiモ ル 比 が 1.5～ 3.5の 範 囲 で あ り か つ Mg/Tiモ ル 比 が 5.5よ り 高 い 、 マ グ ネ シ ウ ム ジ
ク ロ リ ド 上 に 担 持 さ れ た Ti化 合 物 と ア ル コ ー ル 、 ケ ト ン 、 ア ミ ン 、 ア ミ ド 、 ニ ト リ ル 、 ア
ル コ キ シ シ ラ ン 、 脂 肪 族 エ ー テ ル お よ び 脂 肪 族 カ ル ボ ン 酸 の エ ス テ ル か ら 選 択 さ れ る 電 子
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供 与 体 (ED)と を 含 む オ レ フ ィ ン 重 合 用 の 固 体 触 媒 成 分 。
【 請 求 項 ８ 】
　 (a) 請 求 項 に 記 載 の 固 体 触 媒 成 分 と ；
(b) 1種 以 上 の ア ル ミ ニ ウ ム ア ル キ ル 化 合 物 と 、 任 意 に
(c) 外 部 電 子 供 与 化 合 物
と を 接 触 さ せ る こ と に よ り 得 ら れ る 生 成 物 を 含 む オ レ フ ィ ン の 重 合 用 の 触 媒 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 触 媒 の 存 在 下 で 行 わ れ る 、 オ レ フ ィ ン CH 2 =CHR (こ こ で Rは 水 素 ま た は 1
～ 12の 炭 素 原 子 を 有 す る 炭 化 水 素 基 で あ る )の (共 )重 合 方 法 。
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